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1 はじめに
英語教室は教養教育の一端を担っている．近年は専門教
育との連携を強めた内容の英語教育が医療系大学にあって
は増加の傾向にあり，本学でもそのような医学英語科目が3
学年，4 学年には組み込まれているが，同時に 1 学年と 2
学年前期の合わせて1 年半は専門課程の内容からは独立し
た一般英語の授業も配置され，英語の基礎学力の増進に当
てられている．もとより英語教員の仕事は学生への英語運
用能力の指導だけではない．研究として言語を巡る諸問題
を扱うことがその中に含まれる．本教室のスタッフの研究
テーマは以下に紹介するように多岐に渡るが，そのささや
かな一部を本年より大学院の講義を受け持つことで学生諸
君に還元することとなった．英語教室における研究状況の
内容を，医学との接点も一部視野に入れながら，以下まと
めて紹介してみたい．
2 文学と活字メディア
活字メディアの誕生が，16 世紀以降の近代世界にどれほ
ど深い影響を及ぼしてきたかいついては，すでに多くの研
究がなされてきた 1）．そんな中で文学表現を巡る長い歴史を
振り返る時，活字メディアがその中心媒体としての役割を
果たし始めたのは19 世紀と言ってほぼ間違いなかろう．そ
れ以前の数世紀間は活字は存在しても文学を取り巻く環境
は手書き文字文化の慣習を残していた．一方グーテンベル
グ以前の数百年はもちろん手書きだけであり，文学を享受
する感覚媒体としてはまだ聴覚への依存が高い．更にそこ
から遥かに時間を遡ればまだ文字すらない紀元前の古代世
界が開けてくる．そのような古代にあっては詩は不特定の
人物によって口頭で語られ，それが人から人へと歌い継が
れ，その中で残ったものが後に文字化されるという経緯を
辿った．我々の良く知るホメロスの「イリアス」や「オデ
ュッセイス」といった有名な叙事詩も，そのようにして創
られ，後に文字化されたものなのだ．20 世紀もようやく後
半に入ってからだが，そういう無文字時代に生まれ，後に
文字化されていった文学作品と最初から印刷活字に委ねら
れた近代の文学とを比較すると，作者という存在のありよ
うから，また作品の語り口，表現の形式，その扱う世界の
範囲まで様々な点で違うことが分かってきた 2）．その違いは
人間の意識構造の成り立ちにまで及んでいる．メディアの
形式がいかに人間精神の形成に係わってくるか，というこ
とである．印刷活字が急速に行き渡った19 世紀後半の時代
はその意味で活字メディアが最も深い影響を作家ならびに
読者の精神に刻印し始めた時期と考えてよい筈である．成
熟した印刷活字文化の浸透した時代といえる．それは文学
を巡る活動の感覚主体が聴覚から視覚へと移行していった
大きな節目でもあった．そんな中で，様々な条件の違いは
あれ，また意識的，無意識的の違いはあれそのような流れ
をどれだけ強く自分の一部としているかでその作家の文体
から文学観までがかなりの違いの幅を見せていた．例えば
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19 世紀中庸の詩人であり批評家であったマシュー・アーノ
ルドの散文を見てもそのことは伺える．その文学観は時代
の要請に反応しつつ「視覚」へのこだわりを見せながら，
同時に長く受け継がれてきた「聴覚」に基づいた伝統を重
要視しようとする立場を示していて，その散文自体に過渡
的性格を感じ取ることが出来るのである 3）．
3 男性性と19世紀英文学
周知のことだが19 世紀の諸科学の発達や産業革命の浸透
は物質的，精神的に，また社会的にも当時の英国に大きな
変容をもたらした．文学もそれらの変化に伴う諸問題を抱
えてゆくことになる．20 世紀の後半四半世紀に活発化して
いったジェンダー批評，即ち「社会的性」の視点は今日主
要な方法の一つを成していて，そのアプローチはヴィクトリ
ア朝の文学研究にも広く適用され，多くの成果をもたらし
ている．ヴィクトリア朝という時代は社会構造の再編だけ
でなく宗教，哲学を含めた広い意味での知の再編を経験し，
人々のジェンダー・アイデンティティーも揺さぶりを蒙った
時代である．もちろん女性についても同様に言えることだ
が，男性は男性であることと男性らしくあることとの間の
調停を迫られるのである．いわゆるフェミニズムの視点から
は「男性性」とは一種の圧力装置として過度に一般化され
る傾向がヴィクトリア朝の文化理解においてもしばしば当
然視されてきた．それは一面真理には違いないが，そのよ
うに単純化しきれない多くの男性的ありようを当時の文学
作品がその中で伝え，そしてその扱いがそれら作品の〈膨
らみ〉を支えている例を多く見ることが出来る．一つの例
に過ぎないがヴィクトリア朝中期を代表する文人・批評家
ジョン・ラスキンの作品「黄金河の王様」は短い童話なが
らそのような時代の「男性性」が陥った危機的一面を示す
作品として読むことができよう 4）．
4 英語学と類型論
私の研究は英語学と類型論の二本柱からなる．どちらの
研究にも根底に流れているのは，言語は他の認知機構（思
考，知覚等）と独立して，それだけで成立しているのでは
なく，他の認知機構と絡み合いながら，人間がどのように
外界を主体的に認識し，その概念化や思考過程を言語化し
ているが反映されており，それがどのように反映されている
のかを考察の対象としなければならないという立場である．
この立場は昔からあるものの，生成文法の興隆により一時
等閑視されていたが，近年，認知言語学と呼ばれる流れの
中で盛んに研究が行われている．
この認知言語学の枠組み内で，これまで英語という言語
の個別的な特徴としての補文や語順の研究を行って来た．
補文とは，I consider him to be honest.  I think that he is
honest.  I like watching TV. 等に見られるような，意味的
な主語と述語の関係が主動詞以外にも現れる現象をさす．
受験英語等では，「ある動詞はこれこれの構文をとる」とい
うような機械的な暗記で処理されているものが，実は意味
に基づいており，どのよう原理で補文の選択が決まってい
るかを研究した 5）．また，英語は語順が融通の利かない言語
に属するが，その中にあっても語順の変更が起こる時は意
味・認知的にどのような変化が起きているのかを研究して
きた 6）．
先述した認知言語学と従来の類型論が融合し，ここ10 年
程の間に，認知・機能類型論という領域がうまれつつあり，
私の類型論研究はこの流れの中で行われている．「類型論」
とは基本的に「世界の言語（あるいは，ある地域の言語）
に共通する特徴を捉える」ことである．これには語順や屈
折などの形式的な側面だけではなく，ある概念（例えば，
受身，使役）が意味的にはどのような変異を見せるのか，
どのような文法化（例．go という動詞がbe going to とい
う形式で未来を表すようになること）の方向性があるのか
という意味・機能的な研究もある．私の研究は後者に力点
を置いており，語順にしても，そこには人間の認識が関わ
っていると主張した 7）．最近は，「可能」を中心に研究を行
っている．「可能」は英語（特にcan）や日本語（助動詞の
ラレル，～することができる等）では活発に研究されてい
るものの，基本的な意味構造が考察されていなかったため，
その意味構造を提案し 8），従来，英語ではモダリティ（例
えば，can，may，must が表す意味）として扱われ，日本
語ではヴォイス（典型的には受身のような現象）として扱
われて来たが，実は時間表現として多義を見せる言語もあ
る．これらの事実を踏まえ，可能はモダリティかヴォイス
かと言うこれまでの可能観を訂正する提案をした 9）．さら
に，可能表現の文法化のパターンから人間（の言語）は可
能という概念をどのように捉えているのかの研究を発表し
た 10）．これらの研究に一貫して流れているのは，ヨーロッ
パの言語からアジアの言語を見るのではなく，アジアの言
語の発想を活かした形で，類型論を進めるということであ
る．
類型論研究ではもう一つ，少数言語の記述も行っている．
ともすれば，個別言語研究に偏りがちである少数言語の記
述を認知・機能類型論的立場から分析を行って来た．特に
北海道という地域的なことから，これまでアイヌ語とニブ
フ語（サハリンの先住民の言語）の記述を行った．日本語
とアイヌ語の補文についての対照研究 11）．また，言語学に
おいては，記述か理論かという二項対立的な議論が行われ
ることがあるが，実際はバランスであり，それらはいわば車
の両輪である．この考え方に基づき，言語の基礎データを
提供するという意味でニブフの民話も発表した 12）．
こういった一連の研究の応用という位置づけが本学で私
が担当している英語教育である．認知言語学・英語学の知
見を授業に積極的にわかりやすい言葉で導入して，学生達
の英語習得の助けにしている．同時に類型論的な観点から
英語が世界の言語との共通点（学習する必要がない項目）
と英語固有の問題（学習難易度が高いもの．例えば，冠
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詞・前置詞の使い分け，日本語程は受身を使用しない等）
や日本語とは違いを見せ，特に日本人学習者が間違いやす
い項目（例えば，母音の多さや子音発音の特異さ．英作文
における，いわゆる英語的な発想（類型論的に言えば，英
語特有と言うよりも，ヨーロッパの言語に強い傾向）を授
業中に提示するように努めている．
また，音声面や英語の多読も重視しており，音声に関し
ては，教科書的な英語だけではなく，実際の機関銃のよう
に早い米語等にも習熟させるように努めている．ここでは，
英語学の知識は勿論，音声学・音韻論の知識を学生に分か
りやすい形で説明している．特に，医学英語では，ER 等の
DVD を授業で積極的に活用している．
最後に，認知・類型論研究は，人間が種として共通に持
っている認識的な働き（場合によっては，ある言語固有，
地域に特有）を言語を通して考えることである．これはい
わば脳の働きを言語を通して考えていることになる．現在，
医学部では脳を様々な角度から研究しているが，ヒトの脳
に内在する文法知識は現在の医学では説明がつかない部分
が多い．言語あるいは地域的に言語の発想法が違うのであ
れば，それは脳における処理も違うということを含意する．
現在のMRI やPET では，一つのニューロン単位での活動
の様子が分からないが，もし将来的に可能になれば，類型
論研究は脳研究との共同作業を取ることができると考えて
いる．
5 剽窃に対する文化の影響
学生が論文を剽窃（盗用）することは，大学教師にはと
ってよく起こり得る問題である．西洋の大学では，剽窃は
厳しく非難されるものであるが，西洋以外の地域では剽窃
問題は違った見方がなされていると考える学者もいる．日
本と文化的に似た国々では，そのため剽窃は容認されるこ
ともあり，しかも，時には，推奨されてさえいると思われ
ている．特に日本の場合，孔子や，又は先輩と後輩の影響
で，剽窃は単に日本の文化の一部だと思っている学者がい
る．
私は自分の研究で，この上記の学者の考え方を取り上げ
検証している13）．多くのライティングのクラスに対して行っ
た調査により判明した私見を論じると，本調査に参加した
学生たちは，初めの文章をよみ，その文章について評価す
る14）．次に，最初の文章が剽窃した文章を読み，再び，最
初の文章を読んだ後で，もう一度評価する．次に，最初の
文章よりも同じ剽窃先からの剽窃の程度が低い文章を読ん
で評価する．その結果，最初の文章の評価は，剽窃先の文
章を知る前と後では，後の方がとても低かった．また，剽
窃の度合いが低い文章の方が評価が高かった（しかし，一
番最初の評価より少し低かった）．こういった学生評価の調
査により，本論は剽窃への意識に文化が及ぼしている影響
はほとんど無いとの結論に達した．日本の学生達は西洋で
の考え方と同じ倫理意識をその剽窃問題に持っている．西
洋の学生達に比べたら足りないものはこの問題に対する経
験だけである．
6 西側メディアと映画の伝える誤った日本像
私のもう1 つの研究も「文化」に関係のあるテーマであ
る．第二次大戦以来，常々報道されてきたように，特に，
日本と米国には，密接な関係があるとよく言われている．
しかし，多くの場合，米国では，日本が否定的に描かれて
いたことがある．特に，1980 時代と1990 時代の初め，米
国は日本を激しく非難していた15）．そのような態度が「日
本」というものを見せるアメリカの映画に反映されている．
当時，米国は日本の経済な力を恐れていたので，日本のこ
とを非難していたと現在多くの学者は思っている．しかし，
現在は当時より，日本は米国のメディア，又は映画で，正
しく描かれている．
確かに「日本バッシング」が20 年前より減っている．し
かし，日本についての紋切り型のイメージがまだ米国のメ
ディアに依然として反映されている．私は特に，どのよう
に現在のアメリカ映画が「日本」を表現しているかに興味
がある．最近日本を題材としたアメリカ映画が増えてきた．
日本を正確に現わせているのかを調査している．
7 おわりに
言語を巡る研究と一口に言ってもその範囲はあまりに広
い．狭い意味での言語そのものについての研究から，一般
言語学，応用言語学さらには人間の言語活動の集約とも言
える文学，あるいは文化史，地域文化研究に至るまで幾つ
もの領域がそこに包含されてくる．そして分野の性格上，
必ずしも共同研究という形態になじまないのがこの研究領
域の特徴でもある．本教室の研究も，従ってそれぞれのス
タッフが各自の研究領域で成果を模索する作業が当分続く
ことと思われるが，医科大学という本学の姿を考えるなら，
「脳と言語」「言語の生物学的基礎」「失語症」などの言語を
巡る諸テーマについて医学専門領域との連携がどの様に可
能かをひき続き探って行きたいと考えている．
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